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～会長挨拶～

このたび、4月23日の定期総会にて福島県介護福祉士会の会長に
就任いたしました、松本利一と申します。
これまでの歴代の会長や理事の皆様が歳月をかけて積み上げてきた
信用と実績等を守り抜くと同時に意志を引き継ぐ責務の重さに、大変
身の引き締まる思いです。新たなメンバーとともに、福島県介護福祉
士会の更なる発展と介護福祉士の社会的地位の向上を目指して、誠
心誠意努めて参ります。
皆さんは「介護」という言葉に対して、どんな印象をお持ちでしょうか。
「介」の字には付き添う、世話をするという意味があり、「護」は庇う、守
るという意味があります。

また、「福祉」は「福」も「祉」も、どちらも「幸福」や「しあわせ」を意味する漢字になります。福祉とは、
ひとの「しあわせ」「よりよく生きる」に関係することなのだと思います。言葉の意味をつなげると、
介護福祉士は、人の幸せを守る専門職だと考えます。私達、介護福祉士の専門性は、介護を必要
とされる方々が求める、よりよく生きることに近づける、達成するために、身体介護等の技術だけ
でなく、その方の生活に関わる全てに対して求められるといえます。
まずは福祉ニーズを見据えながら、人の幸せを守る専門職として、より質の高いサービスを提供す
るために、介護福祉士としての専門的知識や技術、倫理観や人間性を高めるための研修開催等を行
っています。
そして、介護福祉士の役割をもっと多く方々に認知していただき、介護の仕事に関わる誰もが希望と
期待を持って働ける環境を目指して、今まで以上にネットワークを広げ会員の皆さまと共に一歩ずつ
歩んで行きたいと思います。
今後の福島県介護福祉士会の活動にご理解とご協力を宜しくお願いいたします。
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退位された前会長 小山田 米子（県南）
前理事 猪腰 久子（県中）

長年会の発展のためにご尽力いただき
ありがとうございました。

会長 松本 利一



～方部パワースポット記事～

会津の大自然の中から～明日への活力をいっぱいもらうパワースポット紹介

日本美しの森 お薦め国有林・ふくしま緑の百景・猪苗代新八景【不動滝と原生林コース】を紹介します。
それは、猪苗代町の名所旧跡【達沢不動滝】です。安達太良山系船明神山に源をもつ不動川にある滝で滝元には
不動尊を祀っています。高さ10ｍ、幅16mにわたり、一枚岩の黒い岩肌に沿って水がカーテンのように流れ落ちる勇壮な「男滝」と
、その西側にひっそりとたたずむ優美な「女滝」からなります。対照的な表情を見せる二つの滝は、結婚されるお二人の前撮り写
真に選ばれるほどのパワースポットの名所です。川沿いの展望所から望むことができます。鬱蒼と繁る樹木に囲まれ、
普段は荘厳な雰囲気が漂っていますが、新緑と紅葉の時期には特に美しく、多くの見物客で賑わいます。駐車場から滝までの
整備された勾配のほとんどない参道と緩やかに流れる不動川をすぐ脇に見ながら歩くと１０分ほどで厳かな雰囲気を漂わせてい
る不動滝に到着します。原生林は、老古大樹が森林の自然形態をそのままに残っており、大き
な石を抱いたサワラの大木も見ることができます。

大自然の中で不動滝を堪能しパワーを頂いた後は、南に位置する中ノ沢温泉で日帰り入浴を楽しみませんか。私の大
好きな温泉・食堂とカフェを紹介します。そろそろ、お腹も空いてきた頃でしょうか？【花見屋】の露天風呂は源泉白色で庭
園を眺めながら入ると、心身の疲れを一気に吹き飛ばし癒してくれるでしょう。温泉の後には中ノ沢温泉街【小西食堂】へ
レッツゴー。醤油味スープにジューシーな鶏のから揚げと半熟卵が入ったスタミナラーメンをどうぞ。カフェが好きな方は
猪苗代湖を一望でき、とても落ち着ける【TARO CAFÉ】に足を延ばしてホットサンド、フルーツワッフル、ケーキにドリップ
珈琲を頂きませんか。

新年度を迎えて3ヶ月が過ぎようとしています。令和5年も半分が終わろうとしています。
早いですね・・それだけ、充実した日々を過ごしていると自分に言い聞かせています。
季節は夏に向かいつつですが、梅雨時期とあって、ジメジメした湿気や慣れない暑さにお疲れの方も
多いのではないでしょうか？
そんな時期ではありますが、自然に目を向けると、蛙たちの鳴く声や深緑に季節を感じ、癒される
自分がいます。毎日忙しく働いている皆さんだと思いますが、時に空を眺めたり、自然に目や耳を傾け
ながら季節を感じ、少しでもリラックスできればと思います。体調管理には気をつけて、夏を乗り切り
ましょうね。 

広報委員会 県南方部

～編集後記～



「介護のお仕事相談会」と「介護のお仕事 講話・体験会」
に参加しました。 会津方部 坂原 敦

ハローワーク会津若松さんとのコラボ事業として、4月より月１回
行う「介護のお仕事相談会」の参加と、５月に「介護のお仕事・
講話・体験会」に参加しました。
「介護のお仕事相談会」は、介護の求職者の中で介護の仕事や職
場、勤務など詳しく聞きたいと希望される方を対象に月１回、１名
30分、３名の枠で行っています。「介護の仕事から離れてしまって
いるが今の介護現場ってどうですか」や、「介護の仕事のキャリア
アップってどうなっていますか」、「介護の仕事をしようと思うが
実際はどうなのだろう」など、さまざまな相談に応じています。求
職者の相談を通じて介護の仕事に就きたいと思っていただける方が
増えてくればいいと思います。
「介護のお仕事 講話・体験会」は、介護の求職者の方向けに、
介護の仕事についての話や資格のお話をさせていただき、その後で
車いすの体験や疑似体験セットを使って高齢者の体験をして頂きま
した。疑似体験セットを装着いただいた方から「こんな感じになる
んだ」や「一人で歩けない」なんて声が聞かれ、介護の世界を少し
体験することが出来たと思います。今後もハローワークさんとの活
動を行い、介護の道に進みたい方のお手伝いをしていきたいと思い
ます。

令和5年度「福祉の将来を担う人材育成事業」に参加して
いわき方部 和田広美

福島県老人福祉施設協議会主催「福祉の将来を担う人材育成事業」の出前講座に、県南方部 鈴木 慎也さ
んと講師として参加しました。
昨年に引き続き、福島県立勿来高等学校の1年生2クラスを対象に、高齢者の身体的特徴や介護のポイン
トの講義を行った後、『高齢者疑似体験セット』を装着してもらい高齢者役と介助者役に分かれて、双方の体
験をして貰いました。
体験セットを装着すると、「歩き難い」「立ったり座ったりするのが大変」との意見が主でしたが、歩行時には
、障害物に当たってしまったり、どの方向に行けば分かなくなってしまったりする状況みられ、介助者に助け
を求める声が多く介助者の大切さを感じている様子がありました。また、小豆つかみやハサミ使用時には「イ
ライラしちゃう」「こんなんでは、ご飯食べたくなくなる」等の感想が出ていました。
介助時には、「なんて言ったら分かるんだろう？」と、考え声掛けを工夫している状況がみられていました。
福祉に興味関心をもち、将来の仕事の選択肢の一つになる事を期待し、ご報告とさせて頂きます。

「会員の皆様ご来場
お待ちしております！！」



～認定介護福祉士 養成研修 Ⅱ類～

6月24.25日ビックパレッドふくしまで31名受講

「介護分野の人材育成と学習支援」、「法令理解と組織運営」

監　事 佐 藤 恵 二 会　津

監　事 生 天 目 昭 夫 県　中

令和5年度 一般社団法人福島県介護福祉士会役員

役職名 氏　　名 方部名 役職名 氏　　名 方部名

会　長 松 本 利 一 会　津 研修委員長 安 齋 将 人 県　北

副会長 関 根 誠 一 県　南 倫理委員長 佐 藤 和 正 県　北

副会長 和 田 広 美 いわき 広報委員長 和 田 広 美 いわき

副会長 八 巻 健 一 県　北 防災委員長 鈴 木 慎 也 県　南

理　事 佐 藤 和 正 県　北 県北方部長 紺 野 大 輔 県　北

理　事
会　計

石 井 み ち よ 県　中 県中方部長 片 寄 良 啓 県　中

理　事 佐 久 間 文 彦 県　中 県南方部長 大 沼 信 也 県　南

理　事 小 林 広 子 県　中 会津方部長 坂 原 敦 会　津

理　事 逵 乃 介 県　中 いわき方部長 髙 橋 弘 己 いわき

理　事 鈴 木 慎 也 県　南 相双方部長 寺 岡 孝 文 相　双

理　事 坂 原 敦 会　津 事務局長 小 山 田 米 子 県　南

理　事 上 遠 野 京 子 いわき 事務局 小 島 寿 美 子 県　南

理　事 寺 岡 孝 文 相　双 事務局 野 口 時 子 県　中
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